
平成平成2020年度年度 厚生労働科学研究費補助金厚生労働科学研究費補助金

「インフルエンザ随伴症状の発現状況に関する調査研究」「インフルエンザ随伴症状の発現状況に関する調査研究」

解析結果中間報告解析結果中間報告

大阪市立大学大阪市立大学 大学院大学院 医学研究科医学研究科

公衆衛生学公衆衛生学 廣田廣田 良夫良夫

臨床臨床WGWG（（2008/7/102008/7/10））

1



11．平成．平成 1717・・18 18 年度横田班の調査年度横田班の調査

22．平成．平成 1919・・20 20 年度現研究班年度現研究班

データベース作成、および解析開始データベース作成、および解析開始

33．．Selection bias Selection bias と解析の枠組みと解析の枠組み

44．小児科医による自由記載欄の精査．小児科医による自由記載欄の精査

55．解析実施、および結果．解析実施、および結果

66．結論と考察、結語．結論と考察、結語

報告内容
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平成平成1717年度（年度（05/0605/06）） 横田班横田班

12都県 2,846人 （2,545）

Cox’s proportional hazard model

➣ 最初の発熱 ⇒ 観察開始

➢ 薬剤使用 ⇒ 時間依存性共変量

➢ 異常行動発現 ⇒ イベント発生

（薬剤使用後に症状発現と仮定）

主要な結果

タミフル

HR=1.16 （0.90-1.49）

adjHR =1.07  (0.80-1.44) 

アセトアミノフェン

HR=1.53 （1.20-1.94）

adjHR =1.31 (0.98-1.75) 3



平成平成1818年度（年度（06/0706/07）） 横田班横田班 10,000人の大規模調査

➢ 調査票 １．経過観察調査票１．経過観察調査票 （（最初の発熱から４日間））

11）） 医師調査票医師調査票 22）） 患者家族調査票患者家族調査票

２．事例調査票２．事例調査票

➢ 平成平成1717年度と同様の解析年度と同様の解析 最初の発熱から観察開始
Cox’s proportional hazard model 4



5


